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シート内蔵エアブラダ付きシートを用いて臀部を左右交互に刺激することで、脊椎を常に運動している状態に
し、疲労低減効果が表れるか、覚醒度合いが維持されるかを検証した。評価は、定性評価と定量評価の両
方の側面から分析した。

走行中のドライバーに違和感を感じさせることなく、疲労を低減し、覚醒度を維持することができる
(※特許出願中)

自動車シート設計、本研究は日産自動車(株)との共同研究である。
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得られた結果のうち、全
身の肉体疲労指数、腰
の肉体疲労指数、シー
トの快適性の３項目を
比較した。その結果、圧
力400hPa、駆動周期
20秒のパターンが最適
駆動となり、実験2で用
いた。

駆動を用いた方が疲労
が低減し、覚醒度主観
評価と眠気の表情分析
から疲労低減効果、覚
醒度維持効果が現れる
ことがわかった。RRIの変
化、走行速度の変化、
ふらつきは大きな変化は
見られなかった。
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